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基本目標 
  

現在、少子高齢社会の急速な進展や地域社会を取り巻く環境が大きく変化し、支援が必要な

世帯の増加、高齢者等の孤立化、子供の貧困や虐待、生活困窮、引きこもり、地域の相互扶助
の低下等、福祉や生活に対するさまざまな課題が深刻化する中、家族の絆、地域住民の支え合
い、交流の大切さが重要視され「地域共生社会」と「地域包括ケア」の実現に向けた取り組み
がされています。 
本会では、社会福祉法人制度改革が進められる中、これまで以上に透明性・公益性を確保
し、多くの市民の皆様に参加・協力していただけるよう、活動努力と情報発信に努めてまいり
ます。 
 そして、社会福祉法に「市町村の区域内の地域福祉の推進を図ること」を目的に位置付けら
れた社会福祉協議会として、広く市民や社会福祉関係者との協働と、行政の『公共性』と、民
間組織としての『自主性』という 2つの側面を併せ持つ組織力を活かし、地域住民やボランテ
ィア、関係機関との連携を密に活動を行います。 
 地域福祉活動計画を基本に、沖縄県社協地域福祉活動計画に掲げる「ＴＨＡＮＫＳ（サンク

ス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会の実現～」を推進し、市民一
人ひとりの福祉のニーズに対応していくことで市民の誰もが安心して、自分らしく、生きいき
と、自立した生活ができる地域社会の実現に向け事業を実施します。 

 

 重点目標 
 
１ 、組織運営、経営基盤体制の強化 

より安定した経営ができるよう、事業運営の透明性の向上、財務規律の強化など、社会福祉
協議会として組織運営体制を整備し継続的かつ安定的な経営をしていくほか、社会福祉協議
会の目的である「地域福祉の推進」を確実に実践するために、地域の実情に応じた活動、事
業ができるよう体制整備に取り組んでまいります。 
 

２ 、職員の資質向上 

新任職員の研修内容を強化するとともに、職員研修を全部門で実施し、個々の技術向上と変
化する制度への対応を迅速に行い、地域住民から信頼される職員の資質向上に努めます。 
 

３ 、事業の効率化 

各部門の事業内容を精査しながら、実情に合った事業を行うと共に、地域福祉活動の効率
的な実施を図ります。 

 
４ 、活動財源の安定確保 

社協会員会費、寄付金、赤い羽根共同募金は、社協にとっては重要な地域福祉活動の財源で
あり、年間計画を立てながら役職員の協力を得て目標額達成のための取り組みを強化しま
す。 
 

５ 、部門間協働の強化 

法人運営部門、受託事業部門、介護事業部門等社会福祉協議会の職員間での協働体制を強化
し、ワンストップの体制づくりと、地域のあらゆる課題に迅速に対処できる体制を強化しま
す。 
 

６ 、活動拠点の安定確保 

指定管理施設の老朽化等による閉鎖があるため、活動拠点の安定的な確保を図り、地域福祉
活動、受託事業等の実施が支障なく行えるよう施設の優先的利用要請を行う。 
 

7、地域福祉活動計画の推進 
地域福祉活動計画と宮古島市地域福祉計画の強固な連携を行うことで地域の課題やニ
ーズを細やかに把握し、地域との協働により課題解決を進め自立した生活に繋げます。 
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２．担い手となる人材の育成・確保 
  
  

 

 

 

 

 

 

  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

  
 
 
  

事業名 内        容 
ボランテ
ィアセン
ター運営
事業(共
同募金・
ボランテ
ィア活動
育成) 

目 的 
宮古島市内の福祉ボランティアを必要とする方とボランティアをやりたい
個人・団体をスムーズ及び迅速に繋げるため設置。 

実施時期 随時 

会 場 平良老人福祉センター 

備 考 

事前に研修会を開催、ボランティア活動に興味はあるが、なかなか踏み出
せない団体への斡旋。 
 
  

事業名 内        容 

具体的事業 

Ⅰ、一人ひとりが福祉の担い手となる人づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１．福祉意識の啓発と機会の充実 
  

 

 

 

 

 

 

  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

事業名 内        容 

映画上映
会(共同
募金・福
祉育成援
護活動) 

目 的 
福祉に関する映画の上映会をすることにより地域福祉活動に対する意識の
啓発を行う。 

実施時期 年２回 

会 場 未来創造センター 

詳 細 
広く市民や関係団体へ参加を呼びかけ福祉に関する映画の上映会を実施す
る。 

宮古島市
障がい者
スポーツ
交流大会
(共同募
金・障が
い者福祉
活動) 

目 的 
障がい者の社会参加の促進、及びあらゆる世代と身体の不自由な方そうで
ない方の相互理解を深める。 

実施時期 令和４年８月 

会 場 宮古島市立総合体育館 

詳 細 

障がい者団体・学生ボランティア・意思疎通団体で、ボッチャ大会を実施
する。 

新入学児
童学用品
配布事業
(共同募
金・児童
青少年福
祉活動)  

目 的 

児童福祉に関する社会的関心を喚起するとともに、宮古島市の次代を担う
子供達の健やかな成長を地域で支え、また地域、民児協、学校、社協との
繋がり持ちながら児童福祉の向上を図る。 

実施時期 令和４年４月 

会 場 宮古島市内小学校 

詳 細 
宮古島市内の新入学児童（小学校入学）へ赤い羽根共同募金配分金を財源
に学用品を配布する。 

受託事業 

 
 
 
 
 
  

事業名 内        容 

宮古島市
長寿大学
開催事業
（宮古島
市長寿大
学開催事
業） 

目 的 

地域の高齢者が家に閉じこもらず、生きがいを高めるため、また、仲間づ
くりの輪を広げるためにレクリエーション活動や各種教養講座等を学習す
ることにより充実した日常生活を創造し、健康づくりに寄与する。 

実施時期 令和４年５月～令和５年２月 

会 場 
平良本校、西原分校、久松分校、池間分校、城辺本校、伊良部本校、下地
本校、上野本校 

備 考 
開講式（５月）、閉講式（２月） 
解説講座：書道、舞踊、大正琴、三味線等 
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サマーボ
ランティ
ア研修
(共同募
金・福祉
育成援護
活動) 

目 的 

市内の中・高校生を対象にボランティア活動を始めるにあたっての心構
え、障がい者や高齢者へのボランティア活動を行う上での基礎的な知識な
どの研修を行うとともに障がい者スポーツ体験、一人暮らし高齢者宅清掃
ボランティアなどを通し実践的な活動を体験する。 

実施時期 令和４年７月 

会 場 平良老人福祉センター、市内福祉施設 

備 考 講話と施設体験を行う。 

ハンディ
キャップ
体験学習
(共同募
金・福祉
育成援護
活動) 

目 的 高齢者、障がい者への基礎的な介助方法や接し方などの理解を深める。 

実施時期 通年 

会 場 市内小中学校 

詳 細 

４月に市内各小中学校へ案内文書を送付し、希望する学校で実施 
市内、小中学校を対象に高齢者体験セットを用いた高齢者体験、視覚・聴
覚障がい、車椅子体験、高齢者、障がい者への基礎的な介助方法の実習や
福祉講話を行う。 

一人暮ら
し高齢者
宅清掃
(共同募
金・老人
福祉活
動) 

目 的 
地域に住む一人暮らし高齢者との交流と生活環境を整えることにより在宅
生活を続けられるようにする。 

実施時期 令和４年７月 

実施場所 市内一人暮らし高齢者宅 

詳 細 

民生委員の紹介で地域に住む一人暮らし高齢者たくへサマーボランティア
参加の学生が訪問し、清掃活動を行いながら交流を深める。 
サマーボランティア研修と連動し、参加学生に実施してもらう 

宮古地区
障がい者
スポーツ
大会のボ
ランティ
ア募集
(共同募
金・ボラ
ンティア
活動育
成) 

目 的 
宮古地区障がい者スポーツ大会スムーズな運営と障がい者との交流、理解
深め、ボランティア活動へ携わる機会を作る。 

実施時期 令和４年６月 

会 場 宮古島市立陸上競技場 

詳 細 

宮古地区障がい者スポーツ大会実行委員会との共同でボランティアの募集
を行う 

ボランテ
ィア団体
への助成
(共同募
金・ボラ
ンティア
活動育
成) 

目 的 
学校ボランティア・ボランティア団体へ助成を行い、ボランティア活動の
充実強化を図る。 

実施時期 令和４年５月 

詳細 

令和４年４月に各学校、登録しているボランティア団体へ郵送で案内し、
希望する団体へ内容を審査し助成金交付 
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Ⅱ、地域共生社会の実現に向けた仕組みづくり 

 
 
 
 
 
  

１．地域で支え合う仕組みづくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

 

 

 

 

 

  

事業名 内        容 

ふれあいい

きいきサロ

ンの推進(共

同募金・老

人福祉) 

目 的 
高齢者の交流の場への助成により高齢者の外出の機会を増やし引きこも

りを減らすことにより在宅生活の充実を図る。 

実施時期 通年（概ね 2回/月） 

会 場 市内各所 

詳 細 
地域のボランティアを中心とした高齢者の交流の場となるサロンへ助成

を行う。 

サロン代表

者会議の開

催(共同募

金・老人福

祉) 

目 的 ふれあいいきいきサロン代表者対象の勉強会実施 

実施時期 令和４年４月 

会 場 
平良老人福祉センター 

防災訓練・

災害時ボラ

ンティアセ

ンター開設

訓練(法人運

営事業) 

目 的 

災害発生時の災害時ボランティアセンター開設を迅速に行うため、職員

の防災意識向上と危機管理意識向上のため訓練を行う。 

実施時期 令和４年９月 

会 場 上野老人福祉センター 

詳 細 
大規模災害発生を想定し、災害発生から災害時ボランティアセンター開

設までを職員を対象に訓練を行う。 

各センター

防災訓練(当

該センター

サービス区

分) 

目 的 
火災発生時利用者、職員の迅速な避難と被害を最小限にとどめるため避

難誘導等の訓練を行う 

実施時期 令和４年５月～令和５年２月の間、各施設で１回開催 

会 場 社会老人福祉センター、きゃーぎ、たかやま、通所いらぶ 

詳 細 

防火管理者を中心に訓練計画を作成、消防本部と連携し 119番通報、初

期消火、避難誘導、避難後の人員確認等の訓練を行う 

防災関連団

体連絡会(法

人運営事業) 

目 的 
大規模災害発生時に迅速な対応を円滑に行うため、定期的に関係機関で

協議を行う 

実施時期 令和４年８月 

会 場 宮古島市役所会議室 

詳 細 宮古島市役所防災危機管理課、福祉政策課との連絡会 
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  事業名 内        容 

 

  

 

 

  

宮古島市

地域福祉

計画推進

事業(宮

古島市地

域福祉計

画推進事

業) 

目 的 

地域福祉活動のネットワーク化の推進を図ることによって、地域で福祉的

支援等を必要とする市民（要援護者）への支援を行うとともに要支援者の

地域での自立生活支援のための基盤づくりを行い、地域福祉の向上を図る  

実施時期 随時 

会 場 社会福祉センター、各老人福祉センター 

詳 細 

中福祉圏域（民児協区）単位にコミュニティソーシャルワーカー（CSW）

を配置 

① 地域づくり支援事業 

地域福祉懇談会開催や、既存および新規の小地域ネットワーク協力員会

議開催の他、福祉講演会、研修会の開催等を行う。 

② 小地域福祉活動支援 

見守り活動支援や「あんしんカード設置」や福祉マップ作成、等。地域

での支え合いの体制づくりを進める。 

③ 住民活動支援 

日本語教室開催（毎週水曜）やボランティア活動支援、障がい児やその

家族のサークル活動相談支援等。 

④ 体制づくり 

自治会をはじめとした住民組織の他、民生委員児童委員協議会や福祉関

係事業所との連携強化をすすめ、多職種協働による事業の推進を行う。 

⑤ふれあい総合相談支援センター事業 

1）各地区住民からの各種総合相談支援実施。 

2）要援護者への相談支援  

 
  

２．地域活動の活性化支援 
  

 

 

 

 

 

  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

 

 

  

事業名 内        容 

地域見守

り声掛け

事業（仮

称）(共

同募金・

福祉育成

援護活

動) 

目 的 

民生委員児童委員の『友愛訪問』の一環として、地域の世帯を訪問し、民

児協、社協との連携により問題・課題の早期発見や早期解決を図る 

実施時期 通年 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 

宮古島市民生委員児童委員協議会との共同事業 

地域の民生委員の『友愛訪問』の一環として、見守りが必要と思われる世

帯を訪問し、民児協、社協との連携により家裁の早期発見や解決に向けた

取り組みを行う。 

  

 

 

  

 

  

 

民生委員

児童委員

活動の支

援協力

(共同募

金・福祉

育成援護

活動、 

地域福祉

活動) 

目 的 

民生委員児童委員と社協は常に「車の両輪」であるため、民生委員児童委

員活動の重要性を充分に認識、理解し、積極的に支援協力を行うことによ

り地域の福祉向上に繋げる 

実施時期 通年 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 

支援協力事項 

(1)定例会への協力 (2)友愛訪問の支援 

(3)福祉カルテの整備協力 (4)各地区間の交流と研修会の開催 (5)民児

協活動に関する連絡調整 (6)民児協活動への支援  (7)民児協事務の協

力（事務担当者の配置）等 
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 事業名 内        容 

 

 

 

 

 

福祉団体

等助成事

業(地域

福祉活動

事業) 

目 的 

活動資金としての助成を行うことにより活動を活発にし地域力の向上と住

みよい地域づくりが実現できるようにする。 

実施時期 令和４年５月（自治会サポート事業は通年） 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 

宮古島市老人クラブ連合会、宮古島市身体障害者福祉協会、宮古地区手を

つなぐ育成会、宮古地区身体障害者連合会、宮古島市母子寡婦福祉協会、

宮古島市内の申請自治会（自治会サポート事業）へ助成を行い各団体の活

動強化を図る 

令和４年４月に各当事者団体、自治会へ郵送で案内し、希望する団体へ内

容を審査し助成金を交付 

ふれあい

おはなし

フェステ

ィバル

(共同募

金・児童

青少年福

祉活動) 

目 的 

宮古島市内で活動する、読み聞かせの会等の団体が一堂に会し日頃の活動

内容を発表し相互の連携や情報の交換を行いことにより、今後の活動へ生

かす。 

実施時期 令和４年５月 

会 場 未来創造センター（予定） 

詳 細 

市内読み聞かせの会との共同事業 

宮古地区

障がい者

スポーツ

大会への

係員派遣

(地域福

祉活動事

業) 

目 的 宮古地区障がい者スポーツ大会のスムーズな開催運営 

実施時期 令和４年６月 

会 場 宮古島市立陸上競技場 

詳 細 

大会役員として職員を派遣する。 

宮古地区障がい者スポーツ大会実行委員会との共同事業 

宮古地区

知的障害

者スポー

ツ大会へ

の係員派

遣(地域

福祉活動

事業) 

目 的 
係員派遣を行うことでスポーツ大会の円滑な運営に寄与するとともに、宮

古地区の障害者団体と連携を強化する 

実施時期 令和５年２月 

会 場 JTAドーム 

詳 細 

大会役員として職員を派遣する。 

宮古地区手をつなぐ育成会との共同事業 

沖縄県身

体障害者

スポーツ

大会への

介助員派

遣(地域

福祉活動

事業 

目 的 
介助員を派遣することで、スポーツ大会へ障害者が参加しやすい環境を作

ることに寄与し、障害者の社会参加を促進する 

実施時期 令和４年１０月 

会 場 沖縄県総合運動公園 

詳 細 

沖縄県総合運動公園で開催される沖縄県身体障害者スポーツ大会選手の介

助員派遣。宮古身体障害者連合会との共同事業 
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  事業名 内        容 

 

 

  

 

  

宮古地区

障がい者

フェステ

ィバル〇

地域福祉

活動事業 

目 的 
多くの障がい者とボランティアの交流の場としてのフェスティバルがが滞

りなく開催できるよう支援する。 

実施時期 令和４年１１月 

会 場 上野総合体育館 

詳 細 

宮古地区社協連絡協議会が開催する宮古地区障がい者フェスティバルへの

事業費負担、大会運営及び係員派遣 

宮古地区社協連絡協議会との共同事業  

 

     

 

受託事業 

 

 

 

 

 

  

事業名 内        容 

介護予防

普及啓発

事業(介

護予防普

及啓発事

業) 

目 的 
生きがいと社会参加を促進すると共に、家に閉じこもりがちな一人暮らし

の高齢者等に対して、社会的孤立感の解消及び自立生活の助長を図る 

実施時期 通年（各地区月４回） 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 

概ね 70歳以上の元気な高齢者対象 

①高齢者介護予防の取り組み ②ピクニック等の実施 

③令和 4年度は現在行われている地区に加え、新たに３～４地区を新規に 

立ち上げるため宮古島市高齢者支援課と連携し実施していく。 

④各地区の参加人数を増やすためチラシを作成し、配布するとともに宮古 

島市老人クラブ連合会と連携し各老人クラブ会員へも参加を呼び掛け 

る。 

⑤宮古島市老人クラブ連合会が宮古島市より受託しているワイドー教室と 

連携できないか協議していく。 

   

３．サービス利用支援と質の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

 

  

事業名 内        容 

社協だよ

りの発刊

（地域福

祉活動事

業） 

目 的 
市民、関係団体、会員等へ活動・事業実施内容等の報告を行い活動への理

解と協力が得られるようにする。 

実施時期 令和４年４月、９月、令和５年１月発刊予定 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 
宮古島市社会福祉協議会の様々な事業等を掲載し 

宮古島市内全戸、（広報みやこじまし配布世帯）、特別会員へ配布 

ホームペ

ージの活

用 

（法人運

営事業） 

目 的 
市民、関係団体、会員等へ活動・事業実施内容等の報告を行い活動への理

解と協力が得られるようにする。 

実施時期 随時 

実施場所 全世界向け発信 

詳 細 
事業計画、資金収支予算、事業報告、決算報告、定款、各種規程等、新着

情報、フォトレポートなど様々な情報を公開・発信する。 

マスコ

ミ、宮古

島市広報

誌の活用

(法人運

営事業) 

目 的 
市民、関係団体、会員等へ活動・事業実施内容等の報告を行い社協活動へ

の理解と協力が得られるようにする。 

実施時期 随時 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 

様々な事業実施に伴う情報や事業実施状況をマスコミや宮古島市の広報誌

を活用し情報発信を行う。 

  

 

  事業名 内       容 
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目的 

宮古島市社会福祉協議会で行っている、介護保険事業、障害者総合支援

事業等の活動内容、事業内容を広報するためホームページやチラシ、掲

示板等を利用し広報活動を行う。 

実施時期 随時 

会場 地域住民（チラシ、掲示板）、全世界（ホームページ）向け発信 

詳細 

① 小規模多機能型居宅介護事業所きゃーぎ及びたかやまが発行指定

「たより」を各施設前に掲示板を設置し掲示するとともに、ホームペ

ージ新着情報へ掲載 

② 各社会福祉センター、老人福祉センターへ掲示板を設置し各センタ

ーで行っている事業の広報及び内容を掲示各事業のチラシ作成 
ＳＮＳの
活用(宮古
島市地域
における
生活困窮
者支援等
のための
共助の基
盤づくり
事業) 

目 的 
幅広い層の方、事業所への情報発信を行うためフェイスブックページを

活用し広報活動を行う。  

実施時期 随時 

会 場 全世界向け発信 

詳 細 

フードバンク事業のフェイスブックページを活用し広報活動を行う。 

広報委員

会（法人

運営事

業） 

目 的 広報活動について幅広い意見を得て広報について検討する。 

実施時期 令和 4年 4月～3月 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

詳 細 
社協だより、ホームページ等の内容検討や広報に関して幅広く意見を交

換し、より効果的な広報活動を協議する。  

受託事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業名 内        容 

地域子育

て支援拠

点事業

（つどい

の広場く

れよん）

(地域子

育て支援

拠点事

業) 

 

 

 

 

  

目 的 

親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合い、交流

を図ることや、ボランティアを活用しての育児相談などを行う場を身近

な地域に設置する事により、子育て中の親の子育てへの負担感の緩和を

図り、安心して子育て、子育ちができる環境を整備し、地域の子育て支

援機能の充実を図る  

実施時期 随時 

実施場所 宮嶋ビル１階   

詳 細 

利用対象乳幼児（0歳～5歳）とその親等 

① 子育て親子の交流、つどいの広場の提供、誕生会やクリスマス会等

の季節のイベント開催等 

② 子育てに関する相談、援助の実施（子育ての悩み相談等）  

③ 地域の子育て関連情報の提供 

くれよんだよりの配布、2)ホームページやマスコミ等への掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   事業名 内      容 
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 地域子育

て支援拠

点事業

（つどい

の広場く

れよん）

(地域子

育て支援

拠点事

業)  

 細 

④ 子育て及び子育て支援に関する講習の実施 

子育て講座や乳幼児の救急法、絵本の講座等 

⑤ 関係機関との連携 

宮古島市、各種施設、日常生活自立支援事業と連携し後見の必要な 

市民の適正な利用を推進する 

⑥ 積極的な研修参加による職員の資質向上 

多様化、複雑化する相談、支援等に対応していくため、研修会等へ 

積極的に参加することで子育てアドバイザーの資質向上を図る。 

地域包括

支援セン

ターひら

ら、みや

こ(地域

包括支援

センター

ひらら、

みやこ) 

目 的 

介護・医療・保健・福祉などのさまざまな面から高齢者を支える「総合

相談窓口」です。高齢者の皆さんの心身の状態に合わせて地域で自立し

て生活できるように「介護予防の支援」、虐待の相談や成年後見制度活

用の支援など「高齢者の権利を護る」支援、包括的・継続的に「住みよ

い地域づくり」支援を行います。 

地域包括支援センターは、地域の高齢者の総合相談、権利擁護や地域の

支援体制づくり、介護予防の必要な援助などを行い、高齢者の保健医療

の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とし、地域包括ケ

ア実現に向けた中核的な機関として市町村が設置 

実施時期 随時 

会場 
宮古島市地域包括支援センターひらら（平良圏域） 

宮古島市地域包括支援センターみやこ（平良圏域以外） 

詳 細 

地域包括支援センターの主な業務は次の５つです。高齢者の保健医療の

向上及び福祉増進の包括的支援事業 

①介護予防ケアマネジメント業務 ②総合相談支援業務  ③権利擁護

業務  ④認知症カフェの実施  

⑤包括的・継続的ケアマネジメント支援業務一体的に実施 

  

介護保険関連事業 

  事業名 内        容 

居宅介護

支援事業

(居宅介

護支援事

業) 

目 的 

介護サービスに関する申請の代行や介護認定を受けた後に、在宅で介護

を必要としている要介護者(要支援者)やその家族の状況、生活環境、意

向に応じたケアプランを、介護支援専門員(ケアマネージャー)が作成

し、そのプランに基づいて、適切な居宅サービスが提供されるよう、事

業者関係機関との連絡調整を行うなど、在宅での介護支援を行う 

対象 高齢者及びその家族 

実施場所 下地上野老人福祉センター 

特定相談

事業(障

がい者総

合支援事

業しゃき

ょう) 

目 的 

障害のある方やご家族から障害福祉サービスを利用するにあたっての相

談や、日常の相談を受付、障害福祉サービスの利用計画の作成を行い、

在宅生活、在宅サービスを受ける支援を行います。 

対象 障がい者及びその家族 

実施場所 下地上野老人福祉センター 
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Ⅲ、誰もが安心して暮らしていけるまちづくり  
１．子どもや高齢者、障がい者んど権利を守るの仕組みづくり 

 
 
 
 
 
 
 
  

受託事業 

 
 
 
 
 
  

事業名 内        容 
日常生活
自立支援
事業（権
利擁護）
(日常生
活自立支
援事業) 

目 的 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力が不充分な方に
対して、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理の援助を行うことに
より、在宅での自立生活を支援するため実施。 

実施時期 随時 

実施場所 平良老人福祉センター 

詳 細 

①生活支援員連絡会の定期的な開催（３回/年） 
連絡会を定期的に開催し、複雑化する利用者の課題に対応するため、研修
や情報交換を通して生活支援員の援助技術の向上を図る。 
②行政や関係機関との連携強化 
県や市、介護保険事業所等との連携で、支援が円滑に行えるよう連携を強
化 
1）各団体主催のケース会議への参加 
③積極的な研修参加による専門員の資質向 
多様化、複雑化する相談、支援等に対し、研修会等へ積極的に参加するこ
とで専門員の資質向上を図り、柔軟な対応ができる専門員の質の向上を図
る。 
1）日常生活自立支援専門員連絡会、2）日常生活自立支援事務局長等連絡
会、3）日常生活支援員研修会、4）その他 

法人後見
受任事業
(法人後
見受任事
業） 

目 的 

判断能力が不充分なために意思決定が困難な人の判断能力を補うため、本
会が成年後見人、保佐人又は補助人に就任することにより本人の権利擁護
を図り、もって地域福祉の推進に寄与する 

実施時期 随時 

実施場所 平良老人福祉センター 

詳 細 

①サービス内容 
 財産管理と生活上の相談や利用者の安心生活のため身上監護を行う 
②被後見人の適正な決定 
運営審査委員会を設置し、専門家の意見により、後見人等の受任の判断を
行う。 
③関係機関との連携 
宮古島市、各種施設、日常生活自立支援事業と連携し後見の必要な市民の
適正な利用を推進する 
1）家庭裁判所と関係機関の連携会議への参加 
④積極的な研修参加による専門員の資質向上 
研修会等へ積極的に参加することで専門員の資質向上を図り、柔軟な対応
ができる専門員の質の向上を図る。 
1）基礎研修（社会福祉士会）、2）社協における法人後見推進会議等 

  

２．困難を抱えた市民への支援 

 
 
 
  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

 
 
 
  

事業名 内        容 

法外援護
給付金
(共同募
金・福祉
育成援護
活動) 

目 的 
宮古島市に居住する緊急かつ一時的に生活援助を必要とする生活困窮者
（世帯）に対して、当面の生活維持を図る 

実施時期 随時 

会 場 平良老人福祉センター 

詳 細 1回に限り商品券を支給する。 
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事業名 内        容 

子育て応
援事業〇
共同募金
配分・児
童青少年
福祉活動
事業 

目 的 
生後４ヵ月までの乳児のいるすべての家庭と子育てに必要な情報提供や関
係機関との繋がりを持ち子育てへの不安を少なくする。 

実施時期 随時 

会 場 平良老人福祉センター 

詳 細 

生後４ヵ月までの乳児のいるすべての家庭へ子育てに必要な情報提供や関
係機関との繋がりを持つことを目的とし、その一環として児童委員や母子
推進員と連携し 1回に限りオムツを支給する。 

地域歳末
たすけあ
い配分金
事業(歳
末たすけ
あい配分
金事業) 

目 的 生活に困窮する世帯が明るいお正月を迎えらえるようにする 

実施時期 令和４年１２月 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 
民生委員から調査された該当世帯へ 12月下旬に歳末たすけあい義援金配
分金を支給する。 

母子会交
流会(共
同募金・
父子・母
子福祉活
動) 

目 的 宮古島市内のひとり親世帯相互の情報交換や交流を深める。 

実施時期 令和４年１２月 

会 場 平良老人福祉センター 

詳 細 
宮古島市母子寡婦福祉協会とクリスマス交流会を共催 

フードバ
ンク『ん
まんま』
事業(地
域福祉活
動事業) 

目 的 生活困窮世帯の自立支援 
 

実施時期 随時 

会 場 平良老人福祉センター 

詳 細 
地域の人から食料の寄付を受け、生活が困窮している人へ提供する。 
担当は地域福祉係及び宮古島市地域における生活困窮者支援等のための共
助の基盤づくり事業担当者 

相談対応
職員等ス
キルアッ
プ研修
(所属サ
ービス区
分) 

目 的 
相談対応職員等のスキルアップを図るため、研修などに参加させ、困難を
抱えた市民への対応力を強化し心の健康づくりを推進する 

実施時期 随時 

会 場 各部署 

詳 細 自主的な研修と外部研修への参加を推進し経費を負担する。 

  

受託事業 

 
 
 
 
 
  

事業名 内        容 
宮古島市
地域にお
ける生活
困窮者支
援等のた
めの共助
の基盤づ
くり事業 

目 的 

年齢や性別、置かれている生活環境などにかかわらず、地域において誰も
が安心して生活を維持できるよう地域住民による共助の活性化を図ること
と生活困窮者を始め、支援が必要な人と地域とのつながりを作り、これら
を地域全体で支える基盤を構築し、地域福祉を推進させる。 

実施時期 随時 

会 場 平良老人福祉センター 

詳 細 

①フードバンク活動のさらなる周知と拡充（フードボックスの増設、観光
客を含めた周知、利用世帯を増やす。） ②市民講習会の実施（年間 5回
以上） ③SDGsの周知 
フードバンク活動は困窮への対処療法として行い、市民講習会は困窮者が
潜在的に持っている自己肯定感の問題へのはたらきかけとして行う。表面
化した状況と根本的な対策の両面からアプローチし、現在から将来へ渡っ
ての普遍的な効果をねらう。また、近年話題に上がってきた国連の SDGｓ
を用い、貧困が個人の責任ではなく社会問題として捉えられるように啓発
を行う。 
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事業名 内        容 

生活福祉
資金貸付
事務(生
活福祉資
金貸付事
業） 

目 的 
低所得者や高齢者、障害者の生活を経済的に支えるとともに、その在宅福
祉及び社会参加の促進を図ることを目的とした貸付制度です。 それぞれ
の世帯の状況と必要に合わせた資金の貸付申請の相談受付を行います。 

実施時期 随時 

会 場 平良老人福祉センター（地域福祉係） 

詳 細 
（1）総合支援資金、福祉資金、教育支援資金 
（2）臨時特例つなぎ資金 

宮古島市
高齢者見
守り事業
（訪問介
護事業、
小規模多
機能型居
宅介護事
業きゃー
ぎ） 

目 的 高齢者の緊急事態や不安を解消し、日常生活の安全を確保し、住み慣れた
地域で安心して生活できるよう支援し、高齢者が安心して暮らす事のでき
るサービス提供体制を構築することを目的とする。 

対象 高齢者 

実施場所 宮古島市指定訪問介護事業所しゃきょう 
宮古島市社協小規模多機能型居宅介護事業所きゃーぎ 

詳 細 宮古島市よりの受託を受け介護保険対象外サービス提供支援を行う 
①緊急時随時対応サービス  ②定期訪問サービス 

くらしの
サポート
事業(く
らしのサ
ポート事
業） 

目 的 
介護保険、障害者総合支援事業等のメニューで行えないサービスを行い在
宅生活が円滑に過ごせるようにする 

対 象 高齢者及びその家族 

実施場所 
宮古島市社会福祉協議会独自で実施 
訪問介護事業所しゃきょう（下地上野老人福祉センター内） 

  
３．福祉活動の拠点整備 

  共同募金、会費等自主財源充当事業 

 
 
 
 
  

事業名 内        容 
宮古島市
総合福祉
センター
設置に向
けた取り
組み(法
人運営事
業) 

目 的 
宮古島市社会福祉協議会やボランティア団体、当事者団体等の活動拠点の
中心的施設と中福祉圏域拠点の施設整備を図り福祉活動の円滑な推進を図
る 

実施時期 随時 

会 場 宮古島市役所 

詳 細 

宮古島市と協働し、宮古島市社会福祉協議会や当事者団体、市民が利用し
やすい場所にするため計画の段階からの参画が出来るよう要請行動と早期
設置を要望する。 

  

受託事業 

 
 
 
 
  

事業名 内        容 
宮古島市
生活支援
体制整備
事業(宮
古島市生
活支援体
制整備事
業) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

目 的 
高齢者の多様な日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の社会参加
の推進を図っていくことを目的に実施。 

実施時期 随時 

実施場所 平良老人福祉センター他 

詳 細        
 

 

 

 

 

  

地域に出かけ、具体的なニーズの収集、社会資源等のマップ化、協議体の
設置、新たな生活支援サービスの検討など、介護保険に頼らずに生活を続
けられる地域づくりを目指す。 
① 高齢者の生活ニーズの収集 
② 会資源等の把握とマッチング 
③ 住民同士で考える協議体の設置 
④ 新たな生活支援サービス等の検討  

などを行い、【介護保険に頼らない暮らし方】、【最後まで暮らし続
けられる地域】を目指して取り組んでいく。 
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事業名 内        容 

宮古島市
地域介護
予防活動
支援事業
（宮古島
市地域介
護予防活
動支援事
業） 

目 的 高齢者が誰でも参加できる住民主体の通いの場の充実と生きがいづくりを
目的とし、併せて介護予防活動のボランティア人材育成及び地域へのアウ
トリーチ、広報等を通した介護予防活動を行う。 

実施時期 随時 

実施場所 平良老人福祉センター、公民館等 

詳 細 心身の機能低下の予防・向上を図る観点から、利用者の状況・ニーズに応
じて、介護予防・利用者同士の交流・レクレーションなどを行う。 
おもりを使った筋力体操であるいきいき百歳体操も通いの場に含む。 
① 通いの場事業/月 2回（基本） 

通いの場ボランティアへの支援（毎月） 
② いきいき百歳体操…週 1回（基本）※場の状況に応じて回数増可能 

いきいき百歳体操ボランティアへの支援（毎月） 
③ 生活支援の担い手に係る企画 

既存の通いの場、いきいき百歳体操支援ボランティア支援（毎月） 
ボランティア養成講座や通いの場・いきいき百歳体操新聞発行等、研修 
及び情報発信 

宮古島市
指定管理
者運営事
業(宮古
島市指定
管理者運
営事業) 

目 的 社会福祉センター、老人福祉センターの維持管理等 

実施時期 随時 

会 場 
宮古島市社会福祉センター、平良老人福祉センター、伊良部老人福祉センタ
ー、下地上野老人福祉センター 

詳細 
平成３０年４月より５年間の指定を受け運営（３期目） 
令和 4年度中に 4期目に向けて指定更新申請を行う。 

 

Ⅳ、自主財源確保と組織体制強化に向けた取り組み  
１．自主財源確保に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共同募金、会費等自主財源充当事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業名 内        容 

一般会員
会費説明
会(地域
福祉活動
事業) 

目 的 自主財源確保と社協活動の説明を行い理解を深めてもらう 

実施時期 令和４年５月 

会 場 社会福祉センター、老人福祉センター 

詳 細 
行政連絡員、自治会長を対象に社協会員会費説明会及び戸別会費徴収依頼
（５地区にて順次開催） 

賛助会
員、団体
会員、特
別会員募
集(地域
福祉活動 

目 的 自主財源確保と社協活動の説明を行い理解を深めてもらう 

実施時期 令和４年５月～９月 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 
市内の業者・会社・官公庁・民間事業所・各団体へ会員会費の募集を行
う。 

赤い羽根
共同募金
説明会
(共同募
金事務
費） 
 
 
 
 
 
  

目 的 
自主財源確保と相互助け合い活動資金の確保を行い社協活動への理解を深
めてもらう 

実施時期 令和４年９月 

会 場 社会福祉センター、老人福祉センター 

詳 細 

自治会、職場等を対象に募金の趣旨説明を行い募金の協力依頼をする。 
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事業名 内        容 

 
赤い羽根
共同募金
依頼(共
同募金事
務費） 

 
目 的 

自主財源確保と相互助け合い活動資金の確保を行い社協活動への理解を深
めてもらう 

実施時期 令和４年１０月 

会 場 社会福祉センター、老人福祉センター 

詳 細 
宮古島市内外の業者・会社・官公庁・民間事業所・各団体へ赤い羽根共同
募金（職域募金・法人募金・団体募金）への協力依頼 

赤い羽根
共同募金
街頭募金
(共同募
金事務
費) 

目 的 
自主財源確保と相互助け合い活動資金の確保、思いやりの心助け合いの心
を育てる 

実施時期 令和４年１０月 

実施場所 市内大手スーパー前（マックスバリュー、かねひで、サンエー） 

詳 細 
学生ボランティアへ依頼し店舗前で募金活動 
市内の商業施設店舗前にて学生ボランティアを中心に実施する 

赤い羽根
共同募金
イベント
募金(共
同募金事
務費) 

目 的 
自主財源確保と相互助け合い活動資金の確保、思いやりの心助け合いの心
を育てる 

実施時期 令和４年１０月～１２月 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 

学生ボランティアへ依頼し募金活動 
宮古島市内で開催されるイベントと協力し学生ボランティアを中心にイベ
ント募金を実施する 

地域歳末
助け合い
運動(共
同募金事
務費) 

目 的 宮古島市市内の業者・会社・官公庁へ歳末職域募金として協力依頼 

実施時期 令和４年１２月 

実施場所 宮古島市全域 

詳 細 宮古島市市内の業者・会社・官公庁へ歳末職域募金として協力依頼 

歳末チャ
リティー
イベント
(共同募
金事務
費） 

目 的 
多くの義援金の協力を得ることにより、生活に困窮する世帯が明るいお正
月を迎えらえるようにする 

実施時期 令和４年１２月 

実施場所 宮古島市全域 

詳細 例年は伊良部地区で開催、イベントはグラウンドゴルフ大会 

チャリテ
ィーバザ
ー(法人
運営事
業) 

目 的 
家庭内の不用品を持ち寄り販売し資源のリサイクルと自主財源の確保を行
う。 

実施時期 令和４年８月 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

詳 細 
役職員へ呼びかけ、家庭内で不要になったものをチャリティーバザーで販
売し自主財源の確保を行う。 

福祉資金
造成芸能
チャリテ
ィー公演
(芸能チ
ャリティ
ー公演実
行委員会
会計) 

目 的 
宮古島市内外で活躍している芸能家有志及び福祉資金造成の趣旨に賛同さ
れる方々の御協力を得て、より充実した福祉事業の推進と、多様な福祉ニ
ーズへの対応を図っていくことを目的に開催する。 

実施時期 令和５年１月 

会 場 宮古島市マティダ市民劇場 

詳 細 

宮古島市で活動する芸能団体へ参加を依頼し芸能チャリティー公演を開催 
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介護保険関連事業 

 
 
 
 
  

事業名 内        容 

訪問介護
事業 

目 的 
自宅において身体の清潔保持、身の回りの清潔保持、食事介助等の支援に
より在宅生活の継続 

対 象 高齢者 

実施場所 下地上野老人福祉センター 

詳細 
サービス提供責任者、管理者候補の職員（非常勤職員）を配置し、後進の
育成を図るとともに、現職の人員について資格取得の推進、助成を行う。 

通所介護
事業 

目 的 
家族介護負担の軽減、バランスの取れた食事、入浴、日常生活訓練、健康
チェック等で在宅生活の維持を図る 

対 象 高齢者 

実施場所 宮古島市社会福祉センター 

詳細 
管理者候補の職員（非常勤職員）、生活相談員を配置し、後進の育成を図
るとともに、現職の人員について資格取得の推進、助成を行う。 

小規模多
機能型居
宅介護事
業 

目 的 

介護を必要とされている人が住み慣れた地域の中で安心して暮らせるよ
う、柔軟な対応を行う。 
施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への
「訪問」を組み合わせ、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、日常
生活上の支援や機能訓練を行います。 

対 象 高齢者 

実施場所 
小規模多機能型居宅介護事業所きゃーぎ（城辺地区）城辺字長間 
小規模多機能型居宅介護事業所たかやま（下地上野地区）上野字新里 

詳細 
管理者候補の職員（非常勤職員）を配置し後進の育成を図るとともに、現
職の人員について資格取得の推進、助成を行う。 

障害者総
合支援事
業 

目 的 
障がい者総合支援法に基づき障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
援する、障害福祉サービスの実施 

対 象 障がい者 

実施場所 下地上野老人福祉センター 

詳 細 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する、障害福祉サービス 
・居宅介護（食事や入浴、トイレなどの介助） 
・生活介護（日常的な介護や見守り、生活支援などを必要としている方
（原則として障害支援区分「3」以上であること）に対して、日中の介護、
介助や見守り支援を行うほか、創作的活動や生産活動、地域との交流活動
などを支援） 
・重度障害者等包括支援（最重度の障害（原則として障害支援区分が最重
度の「6」であること）があり、常時の介護を必要としている方に対して、
居宅介護や短期入所、生活介護など複数の介護サービスを組み合わせて支
援） 
・同行援護（視覚障害により自力での移動が難しい方に対して外出時の支
援） 
資格取得の推進、助成を行う。 

一般旅客
自動車運
送事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

目 的 
通院時の乗降介助や移動困難な方の外出が実施できるよう法令に基づき実
施 

対象 高齢者、障がい者等 

実施場所 下地上野老人福祉センター 

詳 細 
 
 
 
 

  

道路運送法により移動支援、病院への送迎等のサービスを実施するために
当事業実施が必須となっている。 
道路運送法第 78条第 2号に定める乗車定員１１人未満の自動車で、運行時
に寝台及び車椅子を固定することのできる設備を有する特殊用途自動車で
旅客運送事業を行う。  



17 

 

事業名 内        容 

移動支援
事業（宮
古島市よ
り受託） 

目 的 
外出のための支援を行う事により地域における自立生活及び社会参加の促
進を図る事を目的に実施。 

実施時期 随時 

実施場所 下地上野老人福祉センター 

詳 細 
屋外での移動が困難な障がい者等に対して、車両での送迎、介助者による
付き添い等外出のための支援を行う 

  

２．組織体制強化に向けた取り組み 

 
 
 
 
 
 
  

共同募金、会費等自主財源、補助金充当事業 

 
 
 
 
 
  

事業名 内        容 

評議員会
(法人運
営事業) 

目 的 
事業計画・資金収支予算の審議、事業報告・決算報告の審議、定款及び各
種規程等の改正、新設に伴う審議、その他評議員会で審議が適当と認めら
れる事項の審議 

実施時期 年３回開催 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

理事会
(法人運
営事業) 

目 的 
事業計画・資金収支予算の審議、事業報告・決算報告の審議、定款及び各
種規程等の改正、新設に伴う審議、その他理事会で審議が適当と認められ
る事項の審議 

実施時期 年３回開催 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

役員会
(法人運
営事業) 

目 的 
会長、副会長、事務局長、企画総務課長、地域福祉課長、事業課長による
事業実施に関するさまざまな協議。必要に応じ担当職員を招集。 

実施時期 毎月２回を目安に開催（第２第４水曜日予定） 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

課長会
(法人運
営事業) 

目 的 
事務局長、企画総務課長、地域福祉課長、事業課長による事業実施に関す
るさまざまな協議。必要に応じ担当職員を招集。 

実施時期 毎月２回を目安に開催（第２第４月曜日予定） 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

事業専門
部会議
(当該事
業のサー
ビス区
分) 

目 的 
事業ごとに事業推進に関し必要な事項を協議 

実施時期 
必要に応じ 

会 場 
当該事業があるセンター内 

決算監査
(法人運
営事) 

目 的 監事による令和２年度事業報告及び決算報告を監査 

実施時期 令和４年５月 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

詳 細 
監事二人による監査、一人は会計業務に関する監査、一人は事業内容によ
る監査 

第三者委
員会(法
人運営事
業) 
 

目 的 
宮古島市社会福祉協議会の実施する事業への苦情へ適切に対処するため設
置 

実施時期 必要に応じ 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

詳 細 
 

 
 
 
 
 
 

第三者委委員（２名）会長、副会長、事務局長、企画総務課長、地域福祉
課長、事業課長による苦情受付状況報告及び解決に向けた会議。 
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事業名 内        容 

職員研修 
(法人運
営事業) 

目 的 
社会福祉協議会事業、リスク管理、各種制度等について理解を深めるとと
もに、各事業相互の連携を深める。 

実施時期 令和４年８月、令和５年２月他 

会 場 宮古島市社会福祉センター等 

詳 細 

➀全職員を対象に、宮古島市社会福祉協議会で行っている様々な事業につ
いて理解を深めるとともに、各事業相互の連携を深める。 
②各課において所属課の事業への理解を深めるとともに、事業相互の連携
を図る。 

新任職員
研修(法
人運営事
業) 

目 的 
雇用３年以内の職員を対象に、宮古島市社会福祉協議会で行っている様々
な事業についての基礎知識を学ぶ。 

実施時期 令和４年７月 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

現任職員
研修(法
人運営事
業) 

目 的 雇用３年以上の職員を対象に、実情に合わせてスキルアップ図る。 

実施時期 令和４年７月 

会 場 宮古島市社会福祉センター 

事業課職
員研修の
実施 

目的 事業課全部所を対象に研修を実施し、サービス内容の充実及び各自のスキ
ル向上を図る 

実施時期 年１２回 

詳細 事業課各部署 

事業課各
事業管理
者ミーテ
ィングの
実施 

目的 事業課で行っている各事業の管理者又は代表者でミーティングを行い、各
事業間の連携強化、相互理解を深める。 

実施時期 年１～２回 

詳細 当該部署 

事業課新
任職員研
修の実施 

目的 
各年度当初、年度途中及び前年度に雇用された職員に対し宮古島市社会福
祉協議会全体の内容（実施事業、予算、決算）等について研修を行い社会
福祉協議会への理解を深める。 

実施時期 令和４年５月、令和４年１１月 

詳細 平良老人福祉センター 

 

 


